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様式12 
〔学校部門 複数学年〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校

所在地 北海道帯広市清流西１丁目１番地１ 対象河川名 機関庫の川 
対象学年 １学年(８４人) 主たる教科 生活科 

河川教育の目標
水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。自分達の生活とのつながりを実感し、

恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。 

育成したい資質・

能力 

自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割

を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

学習活動の内容と成果 

〔内容〕 
・生活科「いくぞ！がっこうたんけんたい」では、学校の裏を流れる川が「機関庫の川」という名前であることを知

るとともに、春の自然を観察しながら、同時に守らなければいけない川での約束やルールを知った。

・生活科「げんきにそだて わたしのはな」では、前年度の６年生に作製してもらった「ザリガニ堆肥」を活用し、

枝豆の栽培活動を行った。

・生活科「なつとなかよし」では、初めてのライフジャケットを着用し、機関庫の川に入って川遊びを楽しんだ。帯

広北高等学校の協力の基、４０名の生徒がグループのリーダーを担い、安全面の配慮や学習のサポートを行った。

・生活科「ふゆとなかよし」では、冬の機関庫の川の様子を探検をし、観察カードに振り返りを記入した。

〔成果〕

・季節によって変わる機関庫の川を観察し、川や生き物の様子が変化する様子に気付くことができた。「ふゆとなかよ

し」では、連日氷点下となる十勝ならではの氷や雪などの冬を感じながら、驚いたことや不思議に思ったことを観

察カードに記す姿が見られた。

・川や生き物と楽しくかかわる姿が見られた。川に入ることをためらっていた児童も、友達に励まされたり手を引か

れたりしながら、水と触れ合うことができるようになる姿が見られた。また、帯広北高等学校の生徒がグループの

振り返りに参加し、環境を守ることや生き物を大切にすることの視点の深まりが見られた。

学びの創意工夫点 

・継続した観察・記録を活用した授業展開 
１年生の児童と機関庫の川との出会いを大切にした。興味や関心を広げていくことができるよ

うに、季節ごとに継続した川の観察を行った。観察記録カードを活用した発表会を開き、気付

いたことや不思議に思ったことを表現する時間を確保した。

・対象学年間の学習のつながり

２年生「みんな生きている」の単元で、機関庫の川の生き物と親しむ活動につなげていく。

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容

・学校裏を流れる機関庫の川を、「身近な川」として認識し、次年度以降の川とのかかわりを楽し

みにする姿が見られる。

・川の生き物に興味をもち、校内の水槽で飼育しているサケの稚魚や二ホンザリガニの様子を観

察したり、エサをあげたりとお手伝いをする姿が見られる。

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 

水辺体験学習の活動は、近隣の帯広北高等学校の高校生にボランティアとして活動協力をいた

だいている。今年度は、引率の先生及び４０人の生徒と一緒に機関庫の川に入り、学習補助の

協力をしていただいた。 

成果発表 

成果作品 発表方法 

観察記録カード 

（廊下に掲示） 

テレビモニタに観察記録カードを 

投影した発表会 

今後の課題・展開 

・四季によって変化する機関庫の川の観察を継続しながら、児童が気付いたことや不思議に思うことを表現する時間

をしっかり確保していきたい。小さなつぶやきから思考を広げる教師側の言葉掛けが重要である。 

・今年度は、本校が長く続けてきた高校生ボランティアとの活動を再開・実施することができた。機関庫の川を媒体

として、人間関係形成・社会形成能力を育てる学びとして継続しつつ、帯広北高等学校との連携を密にし、今後の

取組の展開を検討していきたい。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年1年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

2.河川教育の目標
水辺での体験活動を通して、探究的な見方や考え方を育む。
自分達の生活とのつながりを実感し、恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。

3.育成したい資質・能力 自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

4.学年／人数 第１学年／８９人

5.単元構想

帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

主たる教科：生活 関連教科：国

語
２時間 ４時間 ４時間

周辺環境の観察

・学校の裏を流れる川が「機関

庫の川」であることを知る。

・川で学習する時の約束事や

危険を知る。

・機関庫の川のまわりを観察

する。

（水の流れ、周りの植物、生き

物など）

環境サイクルの実感

・機関庫の川で駆除したウチ

ダザリガニで作った有機肥料

を活用し、作物（枝豆）の栽培

を行う。

・なぜ、有機肥料を入れるの

か、どのように枝豆ができてい

くのかを考える。

川の遊びの体験・生き物の観察・駆除

・機関庫の川に入り、川の流れを体感、冷

たさや水圧、周囲の草花や川底の石、土

の様子などを五感で知る。

・帯広北高等学校の生徒とともに川に入

り、安全な川遊びについて知る。一緒に

見つけたり、捕まえたりした生き物を観察

し、記録する。

・外来種であるウチダザリガニの駆除を行

う。

・見つけたものや楽しかったことを交流し、

発表する。

環境サイクルの実感

・機関庫の川で駆除したウチ

ダザリガニで作った有機肥料

を活用して野菜を育てたこと

を確認する。

・ザリガニ堆肥は入った畑で

収穫した作物（枝豆）を食べ

ることで、自分達の命のつな

がりを実感する。

機関庫の川の周りの様子を観

察しよう
種をまいて、世話をしよう

機関庫の川に親しみ、楽し

かったことや見つけたことを

紹介しよう

単元名：なつとなかよし単元名：いくぞ！がっこうたんけんたい 単元名：げんきにそだて わたしのはな①

季節によっ

て、川や生

き物の様子

が変化して

いることに

気付くこと

ができる。

自分たちの身

近にある「川」

の存在を知る

ことで、興味や

関心を広げ、

主体的に学ぶ

力を身に付け

る。

目的を理解

し、周囲と協

力しながら

主体的に活

動している。

自分の生活

と身近な自

然のつなが

りをとらえる

ことができる。

目的を理解

し、周囲と協

力しながら

川と生き物と

主体的に関

わることがで

きる。

高校生とともに

活動することで、

良好な人間関

係を形成する力

を身に付ける。

先輩に憧れ、な

りたい自分を思

い描く。

学習した

ことを絵や

文で表現

することが

できる。

氷のお面作り

・雪や氷と親しむ活動の中

で、夏には川遊びをしたこと

を思い出し、季節の違いを

感じる。

・季節による水の変化につ

いて関心をもち、冬の機関

庫の川の様子を想像する。

自然の恵みや命

の大切さを感じ取

り、これからの自

分の生活に生かそ

うとする。

目的を理解し、

周囲と協力し

ながら主体的

に活動してい

る。

主たる教科：生活 関連教科：国語・道徳
主たる教科：生活 関連

教科：国語・図工

単元名：げんきにそだて わたしのはな②

命のつながりを感じて食べよ

う

主たる教科：生活 関連教科：

国語
２時間

単元名：ふゆとなかよし

ふゆならではの遊びを体験し、

季節の違いを感じよう

主たる教科：生活 関連教科：国語・

図工
４時間

自分の生活

と身近な自然

のつながりを

とらえること

ができる。

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し写真を添付してください。

河川教育　学習活動報告書【複数学年1年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・１年生の児童の川との出合いを大切に扱ったこと、帯広北高校の生徒との川の学習が再開したことで、「機関庫の川が好き」と身近な環境を大切に思う心を例年
以上に育むことができた。
・農園で育てている作物にも、機関庫の川の生き物が関係していることを、１年生なりに知ることができ、命のつながりを感じることができている。
・氷点下が続く十勝ならではの冬の遊びを体験しながら、水、雪、氷、シャーベットなど、水の状態変化を体感でき、興味や関心をもつことができている。

学
習
活
動
の
結
果

3.得られた成果
・四季によって変化する機関庫の川の様子を予想したり、観察を続けたりすることで、川や生き物に対する気付きや不思議
に思うことが多方面に広がっている。「冬の川の様子」を描いた観察記録カードに学習のまとめとしての意義がある。
・生き物と触れ合ってきた経験から、校舎内の水槽で飼育するサケの稚魚や二ホンザリガニを日常的に興味をもち、意欲的
にエサをあげようとする様子が見られる。
・水に触れる児童が、友達とのかかわりの中で、励まされ、手を引かれ、川に親しんでいく姿が見られた。生き物と触れ合い
でも、帯広北高生や友達の真似をして、勇気を出しザリガニを持つことができた、などの自信が生まれる瞬間も目にすること
ができている。

主たる教科：生活 関連教科：国

語

２時

間
４時間 ４時間

周辺環境の観察①

・学校周辺の春の様子を観察し

た。その中で、「機関庫の川」の

名前を学習する。川があること

を知っていた子どもは多いが、

名前までは知らない子どもも多

い。近隣にある「きかんこの川

公園」をつなげて考えることがで

きる子どももいた。

・教室に戻り、機関庫の川の水

の流れや周辺の植物など、発

見したことを発表し、交流した。

・川では守らなければいけない

約束やルールがあることを知り、

みんなで確認した。

・夏に川に入って学習することを

予習することができた。

環境サイクルの実感①

・農園の土に、ザリガニ堆肥の

「土の栄養」を混ぜること、土の

栄養についてを知った。

・ザリガニ堆肥を混ぜることでど

ういった違いがあるのかについ

て予想し合うことができた。みん

なで育てた枝豆がどう収穫でき

るかを考え、学習を続けていく。

川の遊びの体験・生き物の観察・駆除活動

・機関庫の川でやってみたいことや見つけたい

生き物などを発表し合い、学習の意欲を高めた。

また、改めて川の約束事について確認した。

・川の入る前に、ライフジャケットの大切さ、正し

い着け方を事前に学ぶことができた。

・４年ぶりに帯広北高等学校の生徒と一緒に川

に入ることができ、安全面はもちろん、川の様子

や生き物について教えてもらったり相談したりで

きた。

・機関庫の川に入る児童は、水の冷たさや流れ、

深さなど、水と触れ合う感触を確認していた。だ

んだんと水に慣れていく様子、積極的に活動を

始める様子など、様々な場所で見ることができた。

・新しい生き物を見つけ、歓声があがる子どもた

ち。「自分達も見つけたい」という思いから、生き

物のいそうな場所や捕まえ方を、相談し合う姿が

見られた。

・川遊びの後は、帯広北高の生徒と一緒に、捕

まえた生き物をバットに広げ、観察と振り返りをし

た。生き物の扱い方や生命など、体験から様々

なことを感じている姿がうかがえた。

・今回の学習で見つけたものや楽しかったことを

観察記録カードにまとめた。完成後、テレビモニ

タに投影し、クラスごとに発表会を開いた。

環境サイクルの実感②

・ザリガニ堆肥を混ぜて枝豆育てて

きたことを思い出し、堆肥の効果に

ついて、話合いをした。

・ザリガニ堆肥が自分達の栄養に

なっているというつながりについて

学習することができた。

・学校周辺を観察する中で、裏を流

れる川が「機関庫の川」であること

をみんなで確認した。

・川での守らなければいけない約

束やルールを学んだ。

・農園の土に「ザリガニ堆肥」を

混ぜ、枝豆を育てることで、土

の栄養について考えた。

・帯広北高校の協力をいただき、身

近な川である機関庫の川に入って

川遊びを楽しんだ。

・生き物の観察を行い、楽しかった

ことや発見したことを交流した。

単元名：なつとなかよし単元名：いくぞ！がっこうたんけんたい 単元名：げんきにそだて わたしのはな①

氷のお面作り

・十勝の寒い冬を感じなが

ら、氷や雪を活用した冬な

らではの学習を楽しんだ。

・氷のシャーベットを入れた

洗面器の中に、自分達で

考えた材料で顔を描いた。

数日後、凍ったお面を見た

児童は、驚きとともに、作品

の完成を喜んでいた。

・水、雪、シャーベット、そし

て、しっかりと固まった氷の

様子と、水の状態変化を活

動の中で体感し、興味や関

心をもつ様子が見られた。

主たる教科：生活 関連教科：国語・道徳
主たる教科：生活 関連

教科：国語・図工

単元名：げんきにそだて わたしのはな②

・学校農園で育てた枝豆を食

べることで土の栄養について

の効果を考えた。

主たる教科：生活 関連教科：

国語
２時間

単元名：ふゆとなかよし

・十勝ならではの冬の自然

（氷や雪）を楽しみながら、感

じたことを表現した。

主たる教科：生活 関連教科：国語・

図工
４時間

周辺環境の観察②

・夏に川遊びをした機関庫の

川について、冬の様子がどう

なっているかを考えた。「凍っ

ている」「生きものはいない」

など、夏との違いを予想しな

がら、機関庫の川へ向かっ

た。

・雪や氷で覆われながらも、

流れている水の様子に驚き

の声をあげたり、夏と比べて

川の様子が違うことなど、見

つけたことを話す姿があった。

・観察後、教室で観察記録

カードに記し発表をした。「氷

と水がいっしょになっている」

「雪が上がったり下がったり

している」など、冬の機関庫

の川を表している様子があっ

た。



様式12 
〔学校部門 複数学年〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校

所在地 北海道帯広市清流西１丁目１番地１ 対象河川名 機関庫の川 
対象学年 ２学年(１００人) 主たる教科 生活科 

河川教育の目標
水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。自分達の生活とのつながりを実感し、

恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。 

育成したい資質・

能力 

自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割

を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

学習活動の内容と成果 

〔内容〕 
・生活科「大きくそだてわたしのやさい」では、「ザリガニ堆肥」を活用し、野菜の栽培活動を行った。

・生活科「みんな生きている」では、昨年度の経験を生かしながらライフジャケットを着用し、機関庫の川に入って

生き物探しをした。どんな生き物を見つけたいか、どこに棲んでいるかなどの予想をたてて、活動中にもアイディ

アを試したり、相談したりすることを大事にしていた。捕まえた生き物は、夏の間、校舎内の水槽で飼育した。観

察カードに記し発表や交流を行った。

〔成果〕

・「ザリガニ堆肥の効果」を感じながら植物の成長を知る姿が見られた。

・川底や川岸の様子から生き物がどこに棲んでいるかを予想したり、どのような捕まえ方がよいかアイディアを試し

たりするなど探究的な活動につながる姿が見られた。活動中は友達と相談・協力しながら、主体的に取り組む姿が

見られた。今年度は、帯広北高等学校の生徒がグループの振り返りに参加することで、環境を守ることや生き物を

大切にすることの視点の深まりが見られた。

・生き物を捕まえた後、観察の時間を確保し、たくさんの感覚で感じたことを伝え合う姿が見られた。生き物の体と

人間の体のつくりについて、比較し考える発言などもあった。その後も水槽で飼育し、観察する児童が見られた。

・記した観察記録カードを学級内で発表し、考えたことを発表や交流をすることができた。

学びの創意工夫点 

・事前・事後の活動も大切にした一連の授業展開 
事前学習での予想や話合いが、意欲的な体験活動につながり、また採捕後の観察が川や生き物

への興味を高め、その後の活動へとつながる。

・対象学年間の学習のつながり

３年生の総合的な学習の時間「機関庫の川と友だち」での、自己の課題を設定し解決する活動

へとつながっていく。低学年の学習が、環境保全の考え方や郷土を愛する心の育成へ発展する。 

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容

・生き物に触れることで感じた不思議や発見を交流し伝え合う姿が見られた。生き物の体のつく

りや生命の不思議への興味や関心を高める様子が見られた。

・校内の水槽で飼育しているサケの稚魚や二ホンザリガニの様子を観察したり、エサをあげるお

手伝いをしたりする姿が見られる。

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 

水辺体験学習の活動は、近隣の帯広北高等学校の高校生にボランティアとして活動協力をいた

だいている。今年度は、引率の先生及び４０人の生徒と一緒に機関庫の川に入り、学習補助の

協力をしていただくことができた。 

成果発表 

成果作品 発表方法 

観察記録カード 

（廊下に掲示） 

テレビモニタに観察記録カードを 

投影した発表会 

今後の課題・展開 

・児童が気付いたことや不思議に思ったことをそのままにせず、主体的に調べる探究の心へつなげていくことが重要

である。小さなつぶやきから思考を広げる教師の言葉掛けが重要である。 

・今年度は、本校が長く続けてきた高校生ボランティアとの活動を再開・実施することができた。機関庫の川を媒体

として、人間関係形成・社会形成能力を育てる学びとして継続しつつ、帯広北高等学校との連携を密にし、今後の取

組の展開を検討していきたい。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

4.学年／人数 第２学年／８４名

5.単元構想

河川教育計画書【複数学年2年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校

3.育成したい資質・能力 自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

2023-7214-006

2.河川教育の目標
水辺での体験活動を通して、探究的な見方や考え方を育む。
自分達の生活とのつながりを実感し、恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。

３時間 ７時間 ４時間

環境サイクルの実感

・機関庫の川で駆除したウチダ

ザリガニで作った肥料を活用し

て、野菜（ピーマン・ナス・ミニト

マト・サツマイモなど）の栽培を

行う。

生き物の観察・採捕・駆除

・帯広北高等学校の生徒ととも

に、機関庫の川の生き物を捕

まえたり、観察したりする。

・捕まえた生き物を水槽で飼育

し、観察して気付いたことなど

を記録する。

・外来種であるウチダザリガニ

の駆除をする。

環境サイクルの実感

・機関庫の川で駆除したウチ

ダザリガニで作った肥料が

入った土で育てた野菜を収穫

する。

・収穫した野菜を食べることで、

自分達の命とのつながりを実

感する。

川のめぐみを活用して、種や苗

を植えよう
機関庫の川に棲む生き物を捕まえ

て観察しよう

命のつながりを感じながら、

実った野菜を食べよう

単元名：大きくそだてわたしの野さい単元名：大きくそだてわたしの野さい 単元名：みんな生きている

目的を理解し、ルール

や安全に気を付けて、

周囲と協力しながら主

体的に活動に参加しよ

うとしている。

季節によって

変化する川や

生き物の様子

を感じとり、絵

や文で表現し

ている。

高校生とともに活

動することで、良

好な人間関係を

形成する力を身

に付ける。先輩に

憧れ、なりたい自

分を思い描く。

目的を理解し、

ル－ルや安全

に気を付けて

周囲と協力し

ながら川や生

き物と主体的

にかかわる。

自然の恵みや厳し

さ、命の大切さを感

じ取っている。

主たる教科：生活 関連教科：国語 主たる教科：生活 関連教科：国語・図工 主たる教科：生活 関連教科：国語

単元名：みんな生きている

冬の機関庫の川の様子を観察しよう

主たる教科：生活 関連教科：国語・図工 ２時間

機関庫の川の観察

・冬の機関庫の川を観察し、そ

の様子をとらえる。

・冬の川に生き物がいるのかを

考え、交流する。

季節によって変化す

る川の様子を感じと

り、絵や文で表現し

ている。

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

3.得られた成果
・昨年度の学習や事前学習での十分な話合いが、今回の水辺での活動に生かされている。児童が自分達で考えた方法を
試したり、計画を変えたりしながら活動を主体的に進める様子が見られた。
・帯広北高等学校の生徒との交流を通して、生き物の観察や学習の振り返りに深まりが見られた。多くの感覚を使って生き
物の様子を感じ取って話し合う姿があった。他の生き物との比較をしながら、水中の生き物の生態を考えていた。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・１年生のときの水辺での学習の建研を思い出し、自信をもった子どもたちが意欲的に学んでいる姿が見られた。生き物の捕まえ方や生き物の生態、交流の仕方
など、経験に基づいて予想や計画を立てることができている。
・私たちの身近に流れる機関庫の川には、多くの生き物がいること、海とのつながりについて、昨年度より考えを深めることができている。来年度の学習の見通しを
もち、サケの稚魚放流の意義についてしっかり予習をすることができた。

学
習
活
動
の
結
果

河川教育計画書【複数学年2年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

　

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し写真を添付してください。

３時間 ７時間 ４時間

環境サイクルの実感①

・自分の育てる野菜の土に、

「土の栄養」を混ぜること、昨年

度の６年生が作ってくれた機関

庫の川のウチダザリガニを使っ

たものだということを改めて確

認した。

・ザリガニ堆肥を混ぜることで

どんな違いがあるのかを考え、

話し合うことができた。野菜が

できるまでの様子を考え、活動

を続けていく。

生き物の観察・採捕・駆除

・１年生のときには、どんな生き物を捕まえたか、今回はどのように

して生き物を見つけ捕まえるかを予想したり、考えを出し合ったりす

る話合いを丁寧に行った。

・川での学習には危険が伴うこと、そのための川での約束事やライ

フジャケットの大切さについて、毎年川の学習のたびに確認してい

く。

・４年振りに帯広北高等学校の生徒の協力の基、機関庫の川の生

き物を捕まえたり、観察したりすることができた。安全面はもちろん、

川の生き物の採捕の補助、グループでの振り返りにおける深まりな

ど、たくさんのサポートをもらうことができた。

・見つけた生き物の名前を確認しながら活動を進めることができた。

・捕まえた後は、テラスでじっくりと観察することができた。１年生の

ときに学んだことを思い出しながら、学習を進めることができ、より

生き物と真剣に向き合う姿が見られた。

・今回、２年生が捕まえた生き物は、しばらく校舎内の水槽で飼育し、

観察をしてきた。

・教室に戻った後は、観察記録カードにまとめ、クラスで発表や交

流を行った。生き物の様子をよく記憶して、学習の振り返りをするこ

とができた。

環境サイクルの実感②

・ザリガニ堆肥が含まれている土を使って

が作物を育てていることを実感しながら世

話を続け、効果を感じることができた。

・機関庫の川の栄養が入っていることを実

感し、自分達の栄養につながっているいる

ことについて学ぶ姿があった。

・自分たちの育てる野菜の土に、

「ザリガニ堆肥」を混ぜ、土の栄

養について考えた。

・機関庫の川で生き物を見つけ、協力して

捕まえて、観察学習をした。

・観察して感じたことや気付いたことを観

察記録カードにまとめ発表や交流をした。

・命のつながりを感じながら、

実った野菜を食べながら、ザ

リガニ堆肥の効果を考えるこ

とができた。

単元名：大きくそだてわたしの野さい単元名：大きくそだてわたしの野さい 単元名：みんな生きている

主たる教科：生活 関連教科：国語
主たる教科：生活 関連教科：国語・図

工
主たる教科：生活 関連教科：国語

単元名：みんな生きている

・夏に学習した機関庫の川をふり返

り、冬の機関庫の川の様子を観察し

た。

主たる教科：生活 関連教科：国語・図工 ２時間

機関庫の川の観察

・夏に学んだ機関庫の川の様

子が冬にはどういった様子に

なっているかについて、昨年の

学習を基に、観察を進めること

ができた。

・「生き物が棲んでいるところが

見られた」「３年生の川の学習

が楽しみ」など、現在の川、こ

れからの川の様子を一生懸命

に学ぼうとする様子が見られた。

・校舎内の水槽で飼育している

サケの稚魚を春に放流するこ

とについて確認し、来年度の学

習の見通しを立てることができ

た。



様式12 
〔学校部門 複数学年〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校

所在地 北海道帯広市清流西１丁目１番地１ 対象河川名 機関庫の川 
対象学年 ３学年(１２０人) 主たる教科 総合的な学習の時間 

河川教育の目標
水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。自分達の生活とのつながりを実感し、

恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。 

育成したい資質・

能力 

自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割

を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

学習活動の内容と成果 

〔内容〕 
・学校内の水槽で育ててきたサケの稚魚を機関庫の川へ放流した。その後、水槽内の生き物の飼育観察活動を行った。 
・総合的な学習の時間「機関庫の川と友だち」では、「機関庫の川の博士になろう」を合言葉に、生き物調査や水質調

査などの活動に取り組んだ。機関庫の川の現状や、生き物の環境など多角的な視点から川を知り、さらに機関庫の

川のためにそれぞれが興味をもった課題を調べてきた。

・同じ課題をもつ児童でグループを作り、調査活動や調査方法の準備を進め、２月下旬に報告会を行った。

〔成果〕

・自然環境の現状について客観的に調査をする方法があることを知り、意欲的に調査活動に臨む姿があった。さらな

る疑問が生まれたり、次に調べてみたいことが出てきたりする様子が見られた。

・水辺体験学習を実施し外来種の存在に気付くことができた。身近な環境に問題意識もつ児童の姿が多く見られた。

この学習を基に、環境とのかかわり方を知り、主体的な活動を進め、追究したい課題をもつことができた。

・活動の目的から外れないよ、順序立てて話し合ったり分担して活動したり、仲間と行う課題解決活動のよさを学ぶ

ことができた。また、伝える相手をイメージしながら相手意識をもつ活動となるよう心掛けた。報告会では、川の

学習でお世話になった方々を招き、グループ毎に役割分担をしながらタブレット端末での発表することができた。

学びの創意工夫点 

・ポートフォリオを活用した授業展開 
ワークシートに学びの足跡を残すことで、調べてみたいことややってみたいことを蓄積するこ

とができ、課題設定や自分自身と環境とのかかわりを考えることにつなげた。

・グループでの課題解決活動

「機関庫の川のためにしたいこと」という目的からぶれないよう主体的なグループ活動を計画

的に進めた。まとめの発表会や資料作りにタブレット端末を積極的に活用した。

・対象学年間の学習のつながり

低学年での川遊びの経験が、身近な自然環境を多角的に捉えて自分達と環境とのかかわりを考

えることにつながる。この経験が、４年生での理科「地面を流れる水のゆくえ」、社会科「自然

災害からくらしを守る」で、流域の考えを形成し、防災の考え方へとつながっていく。

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容

・身近な機関庫の川を多角的に捉え、現状に、様々な課題があることを知り、自分達にできるこ

と、川のためにしなければいけないことについて真剣に考える姿が見られた。

・近隣の保育園の園児・高校の生徒に、機関庫の川のことを伝えたいと、絵本や紙芝居を作った

り、環境ポスターを配付したりした。伝える相手を意識して活動するよさを感じていた。

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
サケの稚魚放流には、地域の専門家と「帯広サケの会」に協力をいただいている。川の調査活

動には、北海道開発局帯広開発建設部、NPO法人「十勝多自然ネット」に協力をいただいた。 

成果発表 
成果作品 発表方法 

絵本紙芝居・スライド グループでの調査や活動を口頭で発表 

今後の課題・展開 

・継続した取組が続いているが、児童の思いを大切にした活動を進めていくことが重要である。児童が設定した課題

に主体的に意欲的に取り組むことができるよう、振り返りを基に、思考を広げるよう働きかけをしたい。 

・タブレット端末を活用し、同様な活動に取り組む学校等との対外的な発表や交流の幅を広げていきたい。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年3年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

2.河川教育の目標
水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。
自分達の生活とのつながりを実感し、恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。

帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

3.育成したい資質・能力 自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

4.学年／人数 第３学年／１０１名

5.単元構想

サケ・ニホンザリガニの繁殖・飼育【通年】

・機関庫の川を再現した水槽で、専門家のサポートを受けながら、サケとニホンザリガニの繁殖・飼育を行う。 ・機関庫の川に生息しているサケの仲間や、在来種のニホンザリガニを飼育することで、

川や環境保全への関心を高め、児童の探究的な学習の保障につなげる。

１６時間 ２１時間 １４時間

オリエンテーション

学習計画を立てる。

調査活動と課題設定

・機関庫の川と札内川の調査を行う。

（水質調査、流速調査、周辺環境の調

査など）

・調査結果をもとに現状を分析し、課題

設定を行うとともに、個人（グループ）の

学習計画（活動計画）を立てる。

調査結果と課題設定

・機関庫の川の未来を見つめ、個人やグループで立て

た計画を実施し、新たな気付きや課題を見つける。（外

来種の駆除活動、清掃活動、環境保全の啓発活動な

ど）

学習のまとめと報告会の実施

・機関庫の川の学習のまとめをし、保護

者や大学の先生、地域や行政を対象

に報告会を開く。

（自分たちの活動報告および機関庫の

川をより良くしようとするための提案を

したり、課題を伝えたりして、意見やア

ドバイスをもらい、次年度に引き継ぐ）

環境調査をもとに個人の活動計画を立てよう 調査結果と課題設定

自分の立てた計画を実行しよう

学習のまとめと報告会の実施

機関庫の川について学習したことを

いろいろな人に知ってもらい、機関庫

の川の未来について一緒に考えよう

単元名：機関庫の川と友だち③単元名：機関庫の川と友だち① 単元名：機関庫の川と友だち②

身近にある川

について、客

観的に調査を

する方法があ

ることを知る

ことができる。

調査活動を

通して、川の

現状や課題

を的確に捉え

ている。

活動を通して

気付いたこと

をもとに、学

習の課題を設

定することが

できる。

継続した観察を

通して、生き物の

生態や変化をとら

えその後の学習

に生かしている。

課題の解決策を自分なりの視点

や方法で考えることができる。
学習の成果と課

題を的確にまとめ、

課題解決を目的と

して、効果的に発

信することができ

る。

目的を認識し、周

囲と協力しながら

主体的に活動して

いる。

主たる教科：総合的な学習の時間 関連

教科：国語・理科・社会
主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：国語・理科・

社会

主たる教科：総合的な学習の時間 関連教

科：国語・理科・社会

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

河川教育計画書【複数学年3年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

3.得られた成果
・低学年と違い、３年生では自分達で目的をもって川と関わることとなり、「機関庫の博士になる」という思いを第一に、１年
間の活動に取り組むことができた。
・川の環境について、客観的に調査をする方法があることを知った。調査結果から新たに疑問や関心が深まる様子が振り
返りから見ることができた。
・友達同士で協働して行う調査活動や、課題解決活動では、メンバーで協力しながら学習することのよさ、成果報告まで友
達同士で協力して作り上げるよさなどを実感することができた。これらの経験が、今後のグループ学習活動に生かされてい
く。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・低学年での経験を基に、課題意識をもって機関庫の川に関わる活動を年間を通して行うことで、身近な環境として愛着をもち大切にしていきたいという意識をも
つことができている。
・生き物の調査活動から、外来種の存在に問題意識をもち、環境を守ることに対してどのように取り組もうとするのかを継続して実践することができた。
・来年度は、子どもたちのやってみたい思いを大切にし、新たな取組の実践方法を模索していく１年間としていきたい。

　

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し写真を添付してください。

学
習
活
動
の
結
果

１６時間
２１時

間
１４時間

体験活動と課題

設定

「サケの稚魚を放

流しよう」

・校舎内で育て、飼育し

てきたサケの稚魚放流

を行った。

・放流後、様々な川を

渡って、海に出ることを

知り、大型地図を使って、

川が海までつながってい

る様子を確かめた。

・機関庫の川以外の川

があることを知ったり、

十勝川流域のイメージを

もったりする様子が振り

返りからうかがうことが

できた。

調査活動と課題設定①

「きかんこの川のふしぎ

をさがそう」

・事前学習では、「きかんこの

川のはかせになろう」を合言

葉とした。自分達が調べてみ

たいことを探すため機関庫の

川の学習を進めていく。

・低学年で学習してきた経験

があるため、川に入ることや

生き物を捕まえることには慣

れている。こ３年生では、「調

べたいことを見つける」という

視点で主体的な活動を促した。

調査結果と課題設定②

「きかんこの川の水をし

らべよう」

・「機関庫の川はきれいなの

か」という課題を解決するた

めに、「きれいな水」について

おさえ、パックテストを行った。

・指標と見比べながら結果を

予想して話し合った。

・３つのテストの結果からわか

ることに感想を加えて発表を

行った。調査の後、調べてみ

たいことが徐々に見つかって

いく様子が振り返りからわ

かった。

課題解決活動

・複数の調査結果を通して、機関庫

の川の現状を知ることができた。

「自分達で調べてみたいこと」や

「機関庫の川のためにしたいこと」

について、課題を設定し解決してい

くことにした。学年全体で協力し合

い、似た課題をもつメンバーが集

まって、グループを作った。

【結成したグループ】

ウチダザリガニを駆除したい班、魚

の環境を守りたい班、川のごみを

減らしたい班、生き物の紙芝居を

作り保育所の子どもに読み聞かせ

に行く班、ウチダザリガニの食べ方

を考える班、近隣の保育園や高校

にポスターで外来種について知ら

せたい班など

・身近な川である機関庫の川でどんな調査活動ができるか、どう主体的に関わっていけるか子どもた

ち同士で疑問をもったり、自分たちの目で確かめたりして、機関庫の川の現状を知ることができた。

・今置かれている環境について様々な根拠をもって確認する方法があることを知り、調査結果から、

それぞれ課題をもつことができた。

・課題を解決するために子どもたち同士で

グループを作り、機関庫の川のためにし

たい活動を実行した。

・今年度、機関庫の川のためにして

きた自分達の活動をまとめ、ゲストを

招き、報告会を開いた。

単元名：機関庫の川と友だち③単元名：機関庫の川と友だち① 単元名：機関庫の川と友だち②

主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：国語・理科・社会 主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：国語・理科・社会
主たる教科：総合的な学習の時間 関連教

科：国語・理科・社会

オリエンテーション

・サケの稚魚放

流を通して、川の

つながりについ

調査結果と課題設定③

「きかんこの川の虫をしら

べよう」

・「機関庫の川はきれいなのか」

という課題に対して、川に棲む

「虫」からアプローチできることを

知り、水生昆虫調査をした。

・石についた昆虫を採取し、昆虫

の特徴を話し合い、指標と比較

する様子が見られた。

・機関庫の川に多い昆虫から水

のきれいさに気が付いたり、指

標に載っていない昆虫に興味を

もち、さらに調べたいことを広げ

る姿が見られた。

調査結果と課題設定④

「きかんこの川の虫をしら

べよう」

・「十勝多自然ネット」をガイドに

招き、生き物の調査を行った。

・グループごとに捕った生き物を

分類し、生き物の生態を知った。

・一番多く捕ることができた「ウチ

ダザリガニ」について、ガイドの

方々にその生態を質問したり、

多い理由を考え発表をしたりした。

・各グループの調査結果を発表

した。外来種の存在を知り、機関

庫の川の現状について問題意識

をもった。

調査活動と課題設定

・活動の成果発表会を２月下旬

に実施した。

・発表方法は、タブレット端末を

使い、「スライド」を作成し行った。

・今年度は、各グループでタブ

レット端末を工夫して使う場面が

多く見られた。

・サケの稚魚放流でお世話に

なっている専門家の方、「十勝多

自然ネット」の方々を招き、お礼

を伝えるとともに、発表会に対す

る講評や励ましの言葉をもらうこ

とができた。



 
様式12 
〔学校部門 複数学年〕                                                    ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ 
自分達の生活と自然環境とのつながり 

 
帯広市立豊成小学校 

所在地 北海道帯広市清流西１丁目１番地１ 対象河川名 機関庫の川・札内川 
対象学年 ４学年(８９人) 主たる教科 理科・社会 

河川教育の目標 水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。自分達の生活とのつながりを実感し、

恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。 

育成したい資質・

能力 

自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割

を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。 

学習活動の内容と成果 

〔内容〕 
・理科「地面を流れる水のゆくえ」では、昨年まで機関庫の川で学習してきたことを結びつけながら、予想を立て観

察や実験に取り組んだ。 
・社会科「水はどこから」では、水道出前授業、浄水場見学、下水処理場見学などの体験活動を行うことで、良質な

水を作り出す札内川流域の様子を多角的に捉える学習を行った。 
・社会科「自然災害からくらしを守る」では、エールセンターの施設を利用して、札内川の生物調査、水質検査、隊

列を組んでの横断体験や川流れ体験などを実施した。さらに、大型地図を用いたアクティビティにより、「流域」の

概念を形成し、流域防災の考え方を身に付けた。 
・理科「水のゆくえ」では、自然界を循環する水の様子について、アクティビティを用いて理解した。 
〔成果〕 
・昨年度まで行ってきた機関庫の川での学習にこれまでの生活経験を加え結び付けながら、予想を立て観察や実験の

方法を考える姿が見られた。 
・十勝川流域の大型地図を用いて、水に見立てたボールがあふれるさまを体感することで、川が氾濫しやすい場所に

ついて考えることができた。今年度は、十勝川支流の札内川に行き、機関庫の川で行った調査や検査、体験を実施

し、比較検証を行うことができた。また、ハザードマップを活用し水害への備えについても考えることができた。 
・暮らしの中の水が自然界をめぐる様子について、アクティビティを用いることでイメージを膨らませることができ

た。 

学びの創意工夫点 

・教科横断的な学びを意識した効果的な学習計画 
 理科および社会での水を取り扱う学習内容に関連をもたせながら、効果的な学習計画を立て、

施設見学や出前講座を活用し、自分達の生活とのつながりを考えられるようにした。 
・対象学年間の学習のつながり 
 ３年生までの機関庫の川での活動を想起しながら空間的に範囲を広げ、流域の概念を形成、流

域防災の考えを身に付けていく。これは、５年生での理科および社会科での国土の自然条件や

土地利用、自然災害の備えの学びへつながっていく。 
河川教育を通じて

見られた子どもの

変容 

・今まで単独で考えていた機関庫の川が、様々な川と合流して流量が増す様子や実際の体験を通

して、流域の考え方、氾濫の仕組、比較などをしっかりと理解した。目の前にあるものから、

自然界や地球全体の様子など視野を広げ、俯瞰してものを見る面白さを感じる姿があった。 
支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 
河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
帯広河川事務所一日所長体験には、北海道開発局帯広開発建設部の方々に、札内川の調査・体

験活動には、北海道エールセンターの方々に協力をいただくことができた。 

成果発表 
成果作品 発表方法 

絵本紙芝居・スライド グループでの調査や活動を口頭で発表 

今後の課題・展開 

・今回、エールセンターの協力の基、十勝川支流の札内川についての調査・体験活動を進めることができた。今後も、

教科横断的な学習のつながりを児童自身で意識し、広い視野で、地域の地形や土地利用、防災などの学習のつなが

りを認識し、学びを深めていきたい。 

 

 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年4年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

2.河川教育の目標
身近な自然環境に関心をもち、探究的な見方や考え方を育む。
自分達の生活とのつながりを実感し、恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。

帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

3.育成したい資質・能力 自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

4.学年／人数 第４学年／１２１名

5.単元構想

６時間 １０時間 ２時間

・水の流れと地面の傾

きにはどのような関係

があるのか根拠のあ

る予想を立て、観察や

実験を通して調べる。

・土の種類と浸みこみ

方にはどのような関係

があるのか観察や実

験を通して調べる。

・水の流れや浸みこみ

方の仕組みと自然災

害や土地利用の関係

を考える。

・機関庫の川が流

れ込む札内川の水

域全体の様子や地

形から、その良質

な水を作り出す要

因を考えるとともに、

それらの維持管理

などについて、自ら

の生活と結び付け

ながら考える。

・稲田浄水場（札内川）

と、十勝川流域下水浄

化センターの施設を見

学して、気付いたこと

や分かったこと、考え

たことなどをまとめ、発

表する。

・取水口や機関庫の川

との合流地点を確認す

ることで、これまでの学

習とつなげ、自らの生

活と結びつけて考える。

・大型地図を利用し、水があふれ

る仕組みを理解し、どのようなと

ころがあふれやすいかを考える。

また、風水害からくらしを守る市

の取組について調べ、自らの生

活と結び付けて考える。

・風水害にかかわるニュースなど

から、身近な川の氾濫の可能性

などに興味をもって調べる。

・出前授業「親子防災教室」を体

験し、防災、減災についての意識

を高める。

・札内川に入り、川の渡り方や安

全な流れ方について考える。

・雨水の流れや、水

の浸みこみ方は、土

の粒の大きさによっ

て違いがあるかを調

べよう。

・私たちの飲み水がど

こからきているのかを

知ろう。

・機関庫の川が流れ

込む札内川の水域に

ついて調べよう。

・稲田浄水場（札内

川）、十勝川流域下

水浄化センターの役

割について調べよう。

単元名：水はどこから

（郷土体験学習）

単元名：地面を流れ

る水の行方
単元名：水はどこか

他者とか

かわり合

いながら

調べたり、

実験をし

たりして

いる。

根拠のあ

る予想を

し、結果

を分かり

やすく記

録してい

る。

防災や

減災へ

の意欲

を高め

る。

恵まれた
自然環境を

理解し、地

域に対する

誇りをもち、

その環境を

保全・維持

していこう

と考えてい

る。

自分で得

た情報か

ら、その

要因や

根拠を探

究してい

る。

施設見学や
そこで働く人

の話から、課

題解決のため

の情報を収集

し、興味のあ

ること、考え

たことについ

てまとめ、表

現している。

調べたこ

とから課

題を見い

だし、自ら

の生活と

関連付け

て考えて

いる。

調べて得た情

報を整理し、

自分たちのく

らしと結びつ

けて考えたこ

とをまとめ、表

現している。

・水の三態を理解し、自然

界を循環する水の様子につ

いて興味をもって調べ、イ

メージを膨らませる。

・地球の水を守っていくため

に、自分達にできることに

ついて考える。

防災教室で

の体験から、

防災や減災

について考

えたことを

表現してい

る。

主たる教科：理

科 関連教科：

社会

主たる教科：社

会 関連教科：

理科

主たる教科：社

会 関連教科：

理科

・風水害が自分達の生活に

与える影響と市の取組につ

いて調べよう。

単元名：自然災害からくらしを守る

主たる教科：社会 関

連教科：理科
１０時間

単元名：みずのゆくえ

・自然の中をめぐる水の様

子をまとめよう。

主たる教科：理科 関連教科：社会 ５時間

調べて得た情

報を整理し、自

分たちのくらし

を結び付けて

考えたことをま

とめ、表現して

いる。

身近なくらしか

ら、地球の水を

守っていくとい

う環境への思

いをもっている。

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

単元名：自然災害からくら

しを守る（バス学習）

・エールセンターを利

用し、札内川と機関

庫の川との共通点や

相違点を調べよう。

・エールセンターの施設

を利用して、札内川の生

物調査、水質検査、隊列

を組んでの横断体験や

川流れ体験などを行う。

・調査や検査を通して、

機関庫の川との共通点

や相違点に気付き、川の

怖さやいざというときの

知識について体感し、正

しい行動について考える。

調べて得た

情報を整理

し、自分たち

のくらしと結

びつけて考

えたことをま

とめ、表現し

ている。

札内川での

体験から、

防災や減災

について考

えたことを

表現してい

る。

主たる教科：社会 関

連教科：理科
２時間



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

河川教育計画書【複数学年4年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し写真を添付してください。

学
習
活
動
の
結
果

3.得られた成果
・屋外に出て実際に水の流れを自分の目で見ること、大型地図の上を歩いて流域を理解することなどが、４年生の児童に
とって有効であった。
・昨年度、機関庫の川で学習してきたことを、札内川でも実験検証を行うことで、十勝川支流全体のつながりを意識しなが
ら学習を進めることができた。４年生において、広い視野で河川教育を進めることができたことが成果である。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・３年生までの身近な川とのかかわりから、十勝川流域まで視野を広げるために、昨年度に作成していただいた「大型地図」の活用、札内川での学習が、効果的に
実を結んだ学習となった。今年度の実践を４年生の一連の学習に活用していけると考える。流域の考え方を認識するにあたり効果的に学習することができる「大型
地図」については、他学年でも様々な教科で有効活用を進めていきたい。
・社会と理科を横断しながら、「流域の考え方」と「自然災害の備え」について学びを重ね合わせ、積み上げていく学習計画を進めることができた。

６時間 １０時間 ２時間

課題設定・実験検証・まとめ①

・昨年までの機関庫の川での学

習、今までの生活経験とを結び

付けながら、水の流れ方や浸み

込み方の予想を立て観察や実験

の方法を考えることができた。

・雨の日には、屋外に出て学校

の駐車場の地図の傾きや、雨水

の流れ方を観察することができ

た。

・今後の学習のつながりを見据

えて、自然災害や土地利用につ

いて予想しながら学習を進めた。

課題設定・実験検証・

まとめ②

・帯広の良質でおいし

水が作られる要因につ

いて、これまでの学習

から予想して考えるこ

とができた。

・飲料水だけでなく、帯

広の農業や加工業が

発展していることを知り、

身近な川を含めた自然

環境を大切にしたいと

いう思いをもつことがで

きた。

課題設定・実験検証・

まとめ③

・帯広市水道課による

「水道出前授業」では、

安全でおいしい水が届

けられるまでの仕組み

やその維持管理にか

かわる努力について知

り、自分達の恵まれた

環境に感謝する気持ち

をもつことができた。

・稲田浄水場には徒歩

で見学に行き、札内川

の水をひく仕組みにつ

いて詳しく知ったり、身

近に帯広市の水を作り

出す施設があることに

ついて改めて知ること

いができた。

・十勝川流域浄化セン

ターでは、排出した下

水を川に戻すまでの仕

組みを知り、生活の中

で自分達にできること

を考える姿があった。

課題設定・実験検証・まとめ⑤

・昨年度、北海道開発局帯広開発建設部に作成していただい

た、１０メートル四方の大型地図を利用し、水があふれる仕組

みを実際に体を使いながら理解を深め、どのようなところがあ

ふれやすいかを視覚的に考えることができた。また、風水害か

らくらしを守る市の取組（ハザードマップ）について調べ、自ら

の生活と結び付けて考えることができた。

・出前授業「防災教室」を親子で実施することで、多くの世代で

体験し、防災、減災についての意識を深め交流していくことが

でいた。

・今年度は、十勝川支流の札内川に入った経験を活かし、より

広い視野で河川同士のつながりについて学習を進めることが

できた。

・水の浸み込み方や雨水の流

れ方について、予想を立て、

・札内川流域全体の様

子や地形から、良質な水

を作り出す要因を捉え、

またその維持管理につ

いて、自分達の生活との

つながりを考えながら学

習した。

・帯広市水道課の出

前授業、稲田浄水場

及び十勝川流域浄化

センターの見学を行

い学習を深めた。

単元名：水はどこから

（郷土体験学習）

単元名：地面を流れる水の行

方
単元名：水はどこから

・川で学習してきたことを基に、水

の三態を理解し、自然界を循環す

る水の様子について興味をもって

調べ、イメージを膨らませることが

できた。

・地球の水を守っていくために、自

分達にできることについて考えるこ

とができた。

主たる教科：理科

関連教科：社会

主たる教科：社

会 関連教科：

理科

主たる教科：社

会 関連教科：

理科

・アクティビティを通して流域の考え方を認識し、

水があふれるところはどんなところかについて

考えた。

・「親子防災教室」につなげ、水害への備えや

単元名：自然災害からくらしを守る

主たる教科：社会 関

連教科：理科
１０時間

単元名：みずのゆくえ

・自然の中をめぐる水の様

子をまとめることができた。

主たる教科：理科 関連教科：社会 ５時間

単元名：自然災害からくら

しを守る（バス学習）

・エールセンターを利用し、

職員の方々の指導により

札内川と機関庫の川との

共通点や相違点を調べ

ることができた。

課題設定・実験検証・まと

め④

・エールセンターの施

設を利用して、札内川

の生物調査、水質検

査、隊列を組んでの横

断体験や川流れ体験

などを行い、機関庫の

川で学習した内容との

比較・検証を行うこと

ができた。

・様々な体験活動を通

して、川の怖さやいざ

というときの知識につ

いて知り、正しい行動

について学年全体で

考えることができた。

主たる教科：社会 関

連教科：理科
２時間



様式12 
〔学校部門 複数学年〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校

所在地 北海道帯広市清流西１丁目１番地１ 対象河川名 機関庫の川 
対象学年 ５学年(１１５人) 主たる教科 理科 

河川教育の目標
水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。自分達の生活とのつながりを実感し、

恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。 

育成したい資質・

能力 

自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割

を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

学習活動の内容と成果 

〔内容〕 
・理科「植物の発芽と成長」、家庭科「ゆでて食べよう」および総合的な学習の時間「十勝の農業の農業を体験しよう」

では、卒業生が作ってくれたザリガニ堆肥の効果について検証することができた。

・理科「流れる水のはたらき」では、実験の中で流れる水の三作用を理解した。また、北海道開発建設部帯広河川事

務所で作成していただいた資料及び十勝川流域の起伏地図を用いた実験で、防災対策や水害のメカニズムを学んだ。 
〔成果〕

・植物の栽培活動に活かされるウチダザリガニの効果を検証することで、条件を揃え比較する見方や考え方を身に付

けた。

・流域の起伏地図を用いたモデル実験を行ったことで、水害のメカニズムについて児童が理解し、自分達の生活とつ

なげる学習に取り組んだ。また、北海道開発建設部帯広河川事務所で作成していただいた資料を基に、様々な防災

対策を知り、今後私達にできる災害からくらしを守る取組を考えた。

・社会科「自然災害を防ぐ」「私たちの生活と森林」「環境を守る私たち（水質汚濁）」の学習では、３～４年生での学

習とのつながりを思い出し、自分達の生活とつなげて考える姿が見られた。

学びの創意工夫点 

・教科横断的な学びを意識した効果的な学習計画 
理科および社会での地形や治水・利水、気候や自然災害などの学習内容の関連を意識し、効果

的な学習計画を立て、自然環境と自分達と生活とのつながりを考えられるようにした。

・対象学年間の学習のつながり

４年生での流域の概念、流域防災の考えからさらに視野を広げ、国土の自然条件や土地利用、

自然災害の備えの学びにつながる。また、理科での「植物の育ち」、総合的な学習の時間での栽

培活動を通して、ザリガニ堆肥の効果について検証をし、次年度の堆肥づくりに向けて、活動

への意欲を高めていく。

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容

・ザリガニ堆肥の効果を意識しながら比較検証を続けることで、条件を揃え比較する理科的な見

方や考え方を身に付けた。

・十勝川流域を模した起伏地図で実験を行うことはイメージを膨らませやすく、水害のメカニズ

ムを詳しく知ることで防災・減災についてより身近に考えることができた。

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
北海道開発建設部帯広河川事務所のご協力の基、十勝川流域の概要説明や水害のメカニズム、

河川事業の説明をいただくことができた。 

成果発表 
成果作品 発表方法 

絵本紙芝居・スライド グループでの調査や活動を口頭で発表 

今後の課題・展開 

・水害のメカニズムから流域を意識した防災・減災へと思考をつなげることができた。今年度は、身近な河川事業の

説明を基に、洪水被害をなくすにはどうすればよいかについて考える授業を展開した。今後も、支援者の協力をい

ただきながら、土地利用や治水について、自分らしい考えを導き出せるような児童を育てていきたい。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年5年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

2.河川教育の目標
身近な自然環境に関心をもち、探究的な見方や考え方を育む。
自分達の生活とのつながりを実感し、恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。

帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

3.育成したい資質・能力 自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

4.学年／人数 第５学年／８９名

5.単元構想

4

時

間

１２時間 ４時間

・機関庫の川

で駆除したウ

チダザリガニ

を活用した有

機肥料の効果

を検証し、

データをまと

める。（インゲ

ン豆の観察）

・生物の多様性を

脅かす外来種につ

いて知り、身近な外

来種問題を考える。

・野菜の栽培方法を学ぶ中で、ウチダザリ

ガニを使った有機肥料の効果的な活用方

法について知る。（農家の方からの指導）

・十勝の農業と、水環境を含めた様々な自

然環境とのかかわりについて学び、その重

要性について考える。十勝が「農業王国」と

呼ばれる理由やその魅力、可能性などに

ついてまとめ、発信する。

・流れる水と地面の様子、水

の量が変化した時のはたら

きについて予想や仮説をも

ち、実験して調べる。

・機関庫の川の様子から浸

食・堆積・運搬についてとら

え、それを護岸や防災など、

自分の生活とのかかわりに

広げて考える。

・売買川や札内川、十勝川

などで、実際に取り組まれて

いる河川事業を知り、自分

の生活とのかかわりに広げ

て考え、洪水被害の対策に

ついて、グループ討論を行

ウチダザリガニ

を使った有機肥

料の効果を検証

しよう。

生物の共通性、多様性

の学びから、外国から

持ち込まれた生物につ

いて考えよう（外来種）。

ウチダザリガニを活用した有機肥料を生か

し、農園での栽培活動をしよう。

単元名：十勝の農業を体験しよう単元名：植物の

発芽と成長

単元名:メダカのたん

じょう

予想や仮説、実

験の結果から、

命の連続性を感

じるとともに、学

習の成果を統計

的にまとめてい

る。

調べたことから課

題を見いだし、自ら

の生活と関連付け

て考えている。

調べたことを生か

し、自らの生活と

関連付けて活用し

ようとしている。

ふるさと十勝の自

然環境や、産業に

対する誇りと愛情を

もち、そのよさや課

題について、目的を

もって発信すること

ができる。

他者とかか

わり合いな

がら、調べ

たり、実験

をしたりし

ている。

流れる水のはた

らきについて学ん

だことを、長雨や

集中豪雨に伴う

川の増水による

災害や、防災、減

災につなげて考

えを深めている。

・自然災害の被

害の発生状況な

どから、災害の

発生と気候や地

形などを関連付

けて、その要因

を調べる。

・国や都道府県

の防災の取組に

着目し、自分達

にできる減災に

ついて考えを広

げる。

国内のいたると

ころで起こってい

る自然災害につ

いて学んだこと

を、自らの地域

の地形や気候、

生活と関連付け

て考えている。

自らの防災

意識を高め、

自然災害を

減らすことに

つながるこ

とを考えて

いる。

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：社会

関連教科：総合的

な学習の時間

１

時

間

主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：

理科

単元名：流れる水のはたらき

川の上流と下流の川幅や水の流れの速さ、河原の

石の形や大きさなどを調べよう。

流れる水の速さや量が変わることで起こる災害があ

ることや、人々が災害からくらしを守る取組について

考えよう。

十勝川支流合流部において、洪水被害をなくすには

どうすればよいか考えよう。

主たる教科：理

科 関連教科：

社会

１１時間

単元名：自然災害を防ぐ

（風水害の取組）

風水害はどのような時

に起こり、被害を減ら

すためにそのような取

組があるかを調べよう。

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

河川教育計画書【複数学年5年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し写真を添付してください。

学
習
活
動
の
結
果

3.得られた成果
・理科での発芽検証実験や外来種の学び、家庭科での調理実習、総合的な学習の時間における「十勝の農業を体験しよ
う」の学習が、ザリガニ堆肥によって結びついており、一連の学習となって計画されているので児童の学びが積み重なって
いる。
・十勝の農業における水と土の重要性については、多くのゲストティーチャーから同様の考え方を学ぶことができた。
・北海道開発局帯広開発建設部の方々の支援の効果が大きい。今後も積極的にコンタクトをとりながら、協力を仰ぎたい。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・理科および社会での、地形や治水・利水・気候や自然災害などの学習内容はどれも関連性があり、効果的な学習計画を立てることで、児童が自然環境と自分達
の生活とのつながりを考えることに効果があった。
・水の作用について課題をもつために、実際に機関庫の川に行って観察することはとても効果的である。
・北海道開発局帯広開発建設部に昨年度に作製していただいた起伏地図を活用し、水害のメカニズムを考えることができた。また、今年度は講師としてお招きする
ことができ、北海道における河川事業の説明や十勝川流域の説明をいただけたことは、大変貴重な機会であった。

　

4

時

間

１２時間 ４時間

検証実験

・ザリガニ堆肥の

効果検証のため、

条件をそろえた上

で、「堆肥あり」

「堆肥なし」の成

長の様子を比較

しながら記録をし

た。

・家庭科「ゆでて

たべよう」と関連

付け、栽培したイ

ンゲン豆の味を

検証した。味の違

いがあり、ザリガ

ニ堆肥の効果を

感じていたようで

ある。

・効果が立証され

たことから、この

学習を総合的な

学習の時間「十

勝の農業を体験

しよう」につなげ

ていく。

問題意識①

・「外来種」の学びにつ

いて、これまで行ってき

たウチダザリガニの駆

除と結び付けて、身近

な環境を守るために自

分達がしてきたことを改

めて実感した。

・ウチダザリガニの命が

植物の命に受け継が

れ、有効活用されるよ

さを感じ、次年度６年生

になって行うザリガニ堆

肥づくりへの意欲をも

つことができた。

野菜栽培活動

・十勝の農業を体験しながら、自分達が育

てた野菜を使ってピザ作りを行うことを計画

した。その際に、ザリガニ堆肥を活用し、豊

成オリジナルの野菜を作っていくことにした。

・野菜を栽培する中では、玉ねぎ農家の中

村正信さん、JAかわにし青年部の皆さん、

ごぼう農家の和田正司さんがゲストティー

チャーとして学習に関わってくださった。農

業における水と土の重要性、またザリガニ

堆肥の効果についてお話をいただき、特に、

ザリガニに含まれるチキンキトサンを土に

混ぜることの効果については、どの専門家

の方からもそのよさを確認していただき、意

欲をもって栽培活動を続けることができた。

・農業で育てた野菜を材料にし、十勝産の

材料だけで地産地消のピザを作り、石窯で

焼いて食べることができた。満寿屋パンの

杉山正則さんを講師に招き、地産地消の大

切さや、農業王国十勝の素晴らしさ、また

夢をもって働くよさなどの講話をいただくこ

とができた。

課題設定・実験実証・まとめ

・水の作用に課題意識をもつために、機関庫の川を活用

し、水の流れと侵食、堆積の様子を実際に見ながら課題

を設定した。その課題を一つ一つ解決しながら、流れる水

の三作用の理解を深めていった。

・北海道開発局帯広開発建設部に製作していただいた十

勝川流域の起伏地図を用いたモデル実験を行った。複数

の川から水が流れ込むことで起こる水害のメカニズムに

ついて知ることができた。

・起伏地図を用いたモデル実験ののち、発展的な学習とし

て「十勝川合流部において洪水被害をなくすにはどうすれ

ばよいか」について、グループ討議を行った。北海道開発

局帯広開発建設部の方々を講師としてお招きし、洪水の

映像を準備していただいたり北海道での実際の河川事業

の説明をしていただいたりすることができた。その後、子

どもたちのグループ交流を進め、オリジナルの河川事業

について紹介し合うことができた。

・インゲン豆の発

芽実験を活用し

ザリガニ堆肥の

効果検証を行っ

た。

・「生物の共通性・多様

性」の学びから、身近な

外来種問題について考

・十勝の主産業である農業を体験し、地元の産業や

恵まれた自然環境に誇りと愛情をもちながら、その

よさについて発信する活動を行った。

・ザリガニ堆肥の効果について検証をし、水環境を

含めた十勝の農業と自然環境とのかかわりについ

単元名：十勝の農業を体験しよう単元名：植物の

発芽と成長

単元名:メダカのたん

じょう

問題意識②

・自然災害について詳しく調べ、

発生状況などから気候や地形

などと関連付けてその要因を

考えることができた。

・身近にある地域の地形や気

候はどうか、自分達の生活と

関連付けて考えた。

・国や都道府県の防災・減災

の取組に着目し、自分達にで

きる減災について考えを交流

し合った。

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：社会 関連教

科：総合的な学習の時間

１

時

間

主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：

理科

単元名：流れる水のはたらき

・流れる水と地面の様子について、予想や仮説をもち、

実験して調べることができた。

・十勝川流域の模型による氾濫実験を通して、自分

達の生活と水害に結び付けながら考えることができ

た。

主たる教科：理科 関連教科：社会 １１時間

単元名：自然災害を防ぐ

（風水害の取組）

・風水害はどのようなときに起こ

り、減災のためにどのような取組

があるかを調べることができた。



様式12 
〔学校部門 複数学年〕 ［概要版報告書］

助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校

所在地 北海道帯広市清流西１丁目１番地１ 対象河川名 機関庫の川 
対象学年 ６学年(１１６人) 主たる教科 理科 

河川教育の目標
水辺での体験活動を通じて、探究的な見方や考え方を育む。自分達の生活とのつながりを実感し、

恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。 

育成したい資質・

能力 

自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割

を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

学習活動の内容と成果 

〔内容〕 
・全校で駆除してきたウチダザリガニを堆肥化する活動を行った。完成したザリガニ堆肥は、３月の「６年生を送る

会」で、５年生以下の在校生へ引き継ぎ、次年度の農園で活用してもらえるようにと伝えることができた。

・理科「大地のつくり」では、機関庫の川の礫の様子から、流れる水のはたらきによる地層のでき方について考える

学習をした。

・理科「自然とともに生きる」では、これまで６年間の環境にかかわる学びをつなげて振り返ることができた。

〔成果〕

・前述の学習で考えた外来種ウチダザリガニの存在、その命についても十分話し合った上で、ウチダザリガニを堆肥

化する活動を行った。命を扱う学習という難しい課題を前に、様々な葛藤をもちながらも、６年間の学習のつなが

りや豊成小学校の伝統を受け継ぐことを意識しながら取り組んだ様子が児童の振り返りから伝わった。

・十勝でとれた地層のモデルから地層のでき方について考えることができた。機関庫の川をはじめ、堆積の仕方から

他の地域との比較について子どもたち同士で考察することができた。

学びの創意工夫点 

・対象学年間の学習のつながり 
理科「大地つくり」は、５年生の「流れる水のはたらき」と結びつきが強い。「生物どうしのつ

ながり」は、３年生の総合的学習の時間を想起させ、大いに学習に活かすことができる。

・伝統となっているザリガニ堆肥づくりは、６年間の環境にかかわる学びが機関庫の川によって

結びついていることを認識できる活動であり、これから自分が環境とどのように関わって生き

ていくかを考える機会となっている。

河川教育を通じて

見られた子どもの

変容

・１か月に及ぶザリガニ堆肥づくりの振り返りには、命のつながりを意識して取り組んだ様子や

豊成小学校の伝統を受け継いだ誇りを感じている様子、下級生のために責任と誇りをもって取

り組んだ姿が伝わるものが多かった。

支援者等（複数記入可） 
保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関、博物館、資料館等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援の概要 
帯広で土作りにこだわりを持って農家をされている専門家の方々に、ザリガニ堆肥の有用性に

ついて子どもたちにお話をいただくことができた。 

成果発表 
成果作品 発表方法 

絵本紙芝居・スライド グループでの調査や活動を口頭で発表 

今後の課題・展開 

・機関庫の川によって結びついた６年間の環境にかかわる学びを、児童が認識し発信する活動を取り入れたい。卒業

を迎える際、これから自分が環境とどのように関わって生きていこうと考えているのか受け止めることが重要であ

る。 



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

単
元
目
標

評
価
の
観
点

主
な
学
習
活
動

河川教育計画書【複数学年6年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり

2.河川教育の目標
身近な支援環境に関心をもち、探究的な見方や考え方を育む。
自分達の生活とのつながりを実感し、恵まれた環境を守ろうとする見方や考え方を育む。

帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

3.育成したい資質・能力 自分達の生活と環境とのかかわりから、豊かな自然環境とその恵みを認識し、自らの責任や役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現しようとする力。

4.学年／人数 第６学年／１１５名

5.単元構想

６時間 ２時間 １５時間

・教科書の一例から、

国内における様々な外

来種の問題について詳

しく調べまとめる。

・自分達にとって身近

なウチダザリガニの問

題について、どのように

していくとよいのかを考

える。

・自然界の大きな

水の循環をとらえ、

人間の様々な水

利用についてまと

め、理解を深める。

・理科の学習で学んだ外来種の問題から、身近

な外来種であるウチダザリガニの駆除およびそ

の有効活用について考える。

・外来種の命の重さについても考えながら、次年

度の豊成小への「命のプレゼント」として、ウチダ

ザリガニの有機肥料作りに取り組む。

・下級生に対して、どのような思いを伝えるのか

も考えながら活動し、年度末に下級生へ「有機

肥料の受け渡し」セレモニーを行う。

・地層の構成物から、地

層は主に水のはたらきや

火山のはたらきによって

できることをとらえ、地面

の下がどのようになって

いるのかを予想し、仮説

を立て、その解決の方法

について考える。

・実験の結果から、私た

ちの住む地域の地層に

ついても、予想し、太古の

十勝帯広の様子につい

て思いをはせる。

自然界のつりあいを脅かす、

外来種について知り、身近

な外来種問題である、ウチ

ダザリガニの駆除について

考えよう。

水の流れをたどり

ながら、水が地球

上を循環している

ことをとらえよう。

こだわりの土作りの話から、外来種の有効活用

と、命のつながりについて考えよう。

単元名：ウチダザリガニを活用し有機肥料を作ろう単元名：生物どうしのつながり
単元名：これまでの学習

をつなげよう（水循環）

様々な視点からこの問

題について考え、根拠

を明らかにしながら、活

動に取り組もうとする。

水の循環や人間

の営みについて、

様々な視点からと

らえ、問題意識を

もっている。

命のつながりとい

う最も大切なこと

を意識しながら、

協働的かつ主体

的に活動すること

ができる。

活動したことをまと

め、下級生に伝え、

伝統をつなげてい

こうという意識を

もっている。

他者とかか

わり合いな

がら、調べ

たり、実験

をしたりして

いる。

実験して得た

情報を整理し、

自分達の土地

の様子と結び

つけて考えた

ことをまとめ、

表現している。

・空気や水の汚れ、エネ

ルギー問題など、人間

の活動が、環境に与え

る影響についてこれま

で学んできたことをもと

にしてまとめる。

・これからも続く自然と

人間とのかかわりにつ

いて考え、持続可能な

社会を創るために必要

なことをまとめ、表現す

る。

人間と自然

環境とのか

かわりにつ

いて、様々

な視点から

とらえまとめ

ている。

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：

理科
６時間

単元名：大地のつくり

流水による地層の

でき方について学

ぼう。

主たる教科：理科 関連教科：

社会

単元名：自然とともに

生きる（生態系を守る）

持続可能な社会を

創るために、自分

達にできることを考

えよう。

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

４時間

自分の生き

方につなげ

て考えるこ

とができる。

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力



学校名 助成番号

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

河川教育計画書【複数学年6年生】

1.助成事業名 機関庫の川から学ぶ自分達の生活と自然環境とのつながり 帯広市立豊成小学校 2023-7214-006

3.得られた成果
・機関庫の川の生態系について考える活動では、３年生が取り組んでいる水辺学習と併せながら、機関庫の川に生息する
生きものの数のデータを蓄積し、より妥当性がある活動になるようにしていきたい。
・ザリガニ堆肥をつくる活動は、６年生の伝統の学習となっている。今までの学習としっかり結び付けていくことで、その必要
性や命に対する思い、誇りや責任など意欲をもって主体的に活動することができた。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
・「生物どうしのつながり」の学習を、自分達の自然環境の中で考えることにより、ザリガニ堆肥づくりへと活動がつながり、自然とともに生きる自分達にできることとし
て在校生にプレゼントを残していく学習の流れができている。
・今後も、３年生が捕採した生き物の数や、自分達が３年生のときに製作したものが、考えをもつための材料となっている。川を活用した学習を継続していることに
よる成果であると考える。

2.実際に行った単元構成
注）活動の様子を記述し写真を添付してください。

６時間 ２時間 １５時間

課題設定・実験検証・まとめ

・生物は周囲の環境とかか

わって生きているということ、

生物には食べる食べられると

いう関係があることを正しく理

解し、生物と環境とのつなが

りについて考えた。

・機関庫の川の生態系を例に

して、外来種の存在によって、

機関庫の川の食物連鎖のバ

ランスが崩れてるかもしれな

いことや、自分達にできること

はないかについて考える学習

をした。

調べ学習とまとめ

・「生物どうしのつなが

り」や４年で学習した

「水のゆくえ」などの学

習を想起し、自然界の

大きな水の循環を捉え、

人間の様々な水の利

用についてまとめ、理

解を深めることができ

た。

体験活動

・理科「生物どうしのちながり」の外来種の学びから、生態

系を脅かすウチダザリガニの駆除やその有効活用につい

て考えた。

・生きものの命の重さについても考えながら、６年生として

次年度の豊成小学校へ「命のプレゼント」として、ウチダザ

リガニの堆肥づくりに取り組んだ。

・振り返りの中には、外来種であるとはいえ命があるという

こと、命のつながりとともに、豊成小学校の６年間の学習

のつながりを考えたり、伝統を受け継ぐ６年生としての誇り

と責任を感じたりしているものも多かった。

・１か月以上にわたり、二日おきの切り返し作業を続け、発

酵がおさまり、においや温度が変化する様子などを観察し

ながら製作した。

課題設定・実験検証・まとめ

・地層の構成物から、地

層のでき方には主に、流

水のはたらきによるもの

と、火山のはたらきによる

ものがあることを捉え、地

面の下がどのようになっ

ているのかを予想し、仮

説を立て、その解決方法

を考えた。

・私たちの住む地域につ

いても予想をし、地層を

観察しながら、太古の十

勝帯広の様子について

考えた。

・生物と環境のかかわ

りについて自分達の考

えを深めることができ

・水の流れをたど

りながら、地球上

を循環する様子を

捉えることができ

・全校児童で駆除してきたウチダザリガニを堆肥

単元名：ウチダザリガニを活用し有機肥料を作ろう
単元名：生物どうしのつながり

単元名：これまでの学習

をつなげよう（水循環）

調べ学習とまとめ

・空気や水の汚れ、エネル

ギー問題など、人間の活動が、

環境に与える影響についてこ

れまで学んできたことを基に

してまとめた。

・これからも続く自然と人間と

のかかわりについて考え、身

近な自然環境と自分の生き方

とのかかわりについて考えを

まとめた。

・在校生のために製作してき

た「ザリガニ堆肥」を、思いを

込めてプレゼントした。

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

主たる教科：総合的な学習の時間 関連教科：

理科
６時間

単元名：大地のつくり

・大地のでき方には流水と火

山によるものがあることを理

解し、自分達の住む地域の

主たる教科：理科 関連教科：

社会

単元名：自然とともに

生きる（生態系を守る）

・これまでの学習をまと

め、持続可能な社会をつ

くるために、自分達にで

主たる教科：理科

関連教科：総合的

な学習の時間

４時間



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり
帯広市立豊成小学校

学習活動名：なつとなかよし

日 付 ：９月１日（１～３組）

見られた子どもの姿：

川の学習におけるライフジャケットの大切さをしっかり

理解をして着用することができた。川遊びが経験が少ない子

どもたちにとっては、川の冷たさや水の流れなど、不安なこ

とがあったようであるが、帯広北高等学校のお兄さんお姉さ

んが活動に参加したことにより、手を引かれ励まされて、水

に慣れていく姿が見られた。生き物を見つけると歓声が上が

ると、そこにさらなる意欲が生まれ、他の子どもたちも生き

物がいそうな場所へ移動し、捕まえ方を一生懸命に考える様

子があった。

採捕後は、テラスで生き物をじっくりと観察をした。生   

き物を触った感触に驚く様子も見られた。生き物にとって、 

人間の手は熱くて弱ってしまうことを指導者から聞き、みん

なで気を付けることができた。高校生を交えた振り返りの場

面では、今日の学習でできるようになったことや感じたこと

を発表することができた。

【子どもたちの感想】

「川にたくさんのいきものがいてびっくりしました。」

「おにいさんやおねえさんに、さかなのとりかたをおしえて   

もらいました。」

学習活動名：ふゆとなかよし

日 付 ：２月１４日

見られた子どもの姿：

 冬の機関庫の川は「凍っている」「生き物はいない」など

事前の予想をした上で、川に出かけた。機関庫の川は、夏の

ときと変わらず流れる様子があるものの、水の量の違いや凍

っているところがあることを自分の目で知ることができた。 

たくさんの疑問や発見をして、振り返りの絵日記をまとめ

ることができた。

【子どもたちの感想】

「なつにくらべていきものがいないのかな。」

「ふゆのあいだ、ザリガニはどこですごしているのかな。」 



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり
帯広市立豊成小学校

学習活動名：みんな生きている

日 付 ：９月４日

見られた子どもの姿：

 昨年の経験から、ライフジャケットの着け方やペアで

の取り組み方もスムーズさが見られた。水に入ることをため

らう児童も少なくなり、意欲的に取り組む姿が見られた。帯

広北高等学校のお兄さんお姉さんたちとの紹介を終え、協力

してもらいながら活動を進めることができた。自分達でなん

とかしようとする気持ちをもって、生き物を捕まえることが

できた。

 捕まえた後は、観察の時間を確保し、たくさんの生き物と

の触れ合いを楽しむ時間を設定した。高校生のアドバイスを

受けながら、昨年に学習したことを思い出し、グループで発

表し合う姿が見られた。

【子どもたちの感想】

「お兄さんやお姉さんにいきもののつかまえ方をおしえて

もらいました。」

「ザリガニにはまれないさわりかたがわかりました。」

「くさかげにたくさん生き物がいました。」

学習活動名：みんな生きている

日 付 ：３月５日

見られた子どもの姿：

冬の機関庫の川の様子が、夏に観察した機関庫の川の様子

と違いがあるかについて学習することができた。昨年の学習

を思い出しながら、夏の川との違いを細かな視点で気付く姿

が見られた。校舎内で育てているサケの稚魚の様子を見て、 

「３年生になったら川に放流してあげることが楽しみ。」と

話す子どもたちがたくさんいた。

【子どもたちの感想】

２か月後に、地域の専門家の協力を得て、サケの稚魚の放

流をすることを知った子どもたちは、どこで放流するかを確

認し合い、改めて水槽内にいるサケの稚魚は大切に育ててい

きたいという意見などが見られた。



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり
帯広市立豊成小学校

学習活動名：サケの稚魚放流

日 付 ：４月２４日

見られた子どもの姿：

校舎内で育ててきたサケの稚魚を機関庫の川に放流をし

た。放流後の稚魚がとどまっている様子をじっくり見守る姿

が見られた。学級のみんなでどっちに向かうかについて確認

しながら学ぶことができた。

 昨年度作成した５ｍ四方の十勝川流域大型地図を活用し、 

サケの稚魚放流の事前学習として、十勝全体の川のつながり

について確認する時間を設定した。機関庫の川からどの川を

たどることで海につながっているかについて疑似体験的に

学習する貴重な経験をすることができた。

【子どもたちの感想】

・サケの赤ちゃんが大きくなって機関庫の川に帰ってくる

と知って、びっくりしました。

・３～４年の長い旅の中で、他の国の海に行って戻ってきて、 

新しい命が生まれるんだなと思いました。

学習活動名：きかんこの川のふしぎをさがそう

日 付 ：６月７日

見られた子どもの姿：

「きかんこの川のはかせになろう」を合言葉にした子どもた

ちは、機関庫の川における課題を探しに出かけた。低学年で

学習した経験があるので、川に入ることに抵抗を示す子は少

ない。生き物探しも学習の一つではあるが、目的を理解し、 

川の周りの様子や水の様子など、たくさんの疑問を見つける

様子も見られた。子どもたちからあがった疑問は、水につい

て、虫について、生き物について、環境についてである。こ

れらを今後の活動の主としていく。

【子どもたちの感想】

・いろいろな魚を見つけたので、それらの名前を知りたい。 

・ザリガニではないえびのような小さい生き物もいた。

・川の中は歩きやすいところや歩きにくいところがあった。 



学習活動名：きかんこの川の虫をしらべよう

日 付 ：６月２７日

見られた子どもの姿：

 「虫」をテーマとして取り上げ、水生昆虫調査を実施した。

石についている昆虫を採取し、分類しながら昆虫の特徴を確

認することができた。

機関庫の川に生息する虫を調べる中で、水のきれいさに改

めて気付いたり、知らない虫に興味をもって調べたりし、さ

らにやってみたいことを広げる姿が見られた。

【子どもたちの感想】

・同じ水生昆虫をたくさん見つけました。石のついているか

たまりの中に何か入っている虫をみつけて驚きました。

・石をよく見ると、黄色いたまごがくっついていました。

・虫を調べることで水のきれいさを知ることができ、きかん

この川がきれいなことがわかりました。

学習活動名：きかんこの川の水をしらべよう

日 付 ：６月２７日

見られた子どもの姿：

 水生昆虫調査で機関庫の川にはきれいな水に棲む虫が多

いことがわかった。今回は、「水」に着目し、パックテスト

を行った。指標と見比べながら結果を予想して話し合う様子

が見られた。３つのテストの結果からわかることについて、 

調査結果の発表を行った。班によって、また、テストによっ

ては、少し違った結果が表れたことで、なぜそうなったかを

交流する様子も見られた。

【子どもたちの感想】

・水のきれいさを調べる方法が色々あることを知りました。 

・場所や季節によっての違いがあるのか調べてみたい。

・たくさんの検査をして、機関庫の川がきれいなことがわか

りました。

学習活動名：きかんこの川の生き物をしらべよう

日 付 ：８月２１日

見られた子どもの姿：

学習ボランティアの「十勝多自然ネット」の方にガイドを

していただき、生き物の採捕と観察を行った。

改めて網の構え方や生き物のいそうな場所、名前やその由

来



などを現場で教えていただくことができた。

 中庭に戻り、生き物ごとに分類し数を数えた。ウチダザリ

ガニを他の生き物より多い４５４匹を捕まえ、「ウチダザリ

ガニが多い理由」について考えた。外来種であることや他の

生き物への影響があることを知り、機関庫の川の抱える問題

に向き合う子どもたちの姿が見られた。

【子どもたちの感想】

・ウチダザリガニがどれだけの期間で川にいっぱいすむよ

うになったかを知りたい。

・他の魚をたくさん食べてしまうウチダザリガニをたくさ

んとることができてよかった。

・ふりかえりシートにとった生き物の数をまとめて、ウチダ

ザリガニの多さにおどろきました。

・いろいろな魚がすめるように、もっと川をきれいにしてい

きたい。

学習活動名：きかんこの川のために（報告会）

日 付 ：９月～

見られた子どもの姿：

 これまでの調査活動から、「もっと調べてみたいこと」や

「川のためにしたいこと」に取り組む学習課題を作った。

 児童の調べたいことは、魚や生き物の生態について、ウチ

ダザリガニを捕まえることについて、ウチダザリガニを食べ

ることについて、環境について、他学年や地域の人に川のこ

とを知らせることについてなど、同じ課題をもつ人同士でグ

ループを作り、活動を進めた。

 活動の報告会を、お世話になった専門家やボランティアの

方々を招き、２月２８日に実施した。

 今年度は、どのグループもタブレット端末によるスライド

で発表し、取り組んだ内容に加え、製作した絵本や紙芝居、 

ジオラマなどを紹介することができた。

【子どもたちの感想】

・これからも機関庫の川のごみ拾いを続けることで環境を

守っていきたい。

・近くの保育園で機関庫の川にかかわる絵本の読み聞かせ

をできたことがよい経験だった。

・発表の最後に、石垣さんにたくさんほめてくれてうれしか

った。今までみんなでがんばってとりくんできてよかった。 



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり
帯広市立豊成小学校

学習活動名：親子防災教室

日 付 ：８月２９日

見られた子どもの姿：

帯広市危機対策課の講師を招き、「親子防災教室」を行っ

た。今回は、子どもたちだけでなく、保護者の方々にも参加

していただくことで、親子で洪水と地震にかかわる防災の意

識を高めることができた。避難所の場所を確認したり防災倉

庫にあるものを使ったりしながら体験活動に取り組むこと

ができた。

【子どもたちの反応や気付き】

 普段、見慣れないものやお話に親子で真剣に聞く姿が見ら

れた。体験活動では、子どもだけでなく保護者の参加により、 

より活気ある雰囲気の中で意欲的に経験している様子があ

った。

学習活動名：自然災害からくらしを守る（バス学習）

日 付 ：９月８日

見られた子どもの姿：

 エールセンターを利用し、職員の方々の指導をいただきな

がら、十勝川支流の札内川で、川の学習を実施した。機関庫

の川で活動した経験を基に、支流同士の共通点や相違点を子

どもたちで交流し発見することができた。

 また、札内川の規模と施設の方々の指導のおかげで取り組

むことができた隊列を組んでの横断活動や川流れ体験の取

組が非常に価値あるものであった。

【子どもたちの感想】

・生物調査や水質検査をして、札内川の水もきれいだという

ことがわかった。

・機関庫の川だけでなく、十勝川の支流全体がきれいな川や

環境だからこそ、十勝川もきれいなんだと思う。

・たいれつを組むのが難しかったけど、いざというときのた

めに役立つことができた。川流れのこつをつかめた気がする。 



学習活動名：自然災害からくらしを守る

日 付 ：１０月４日

見られた子どもの姿：

 ボールを雨水に見立てたアクティビティを通して、「流域」 

の考え方を認識し、水害が起こりやすいところはどんなとこ

ろかを考える学習を行った。

 子どもたちは、渡すスピードや量が変わることでボールを

落としてしまったことに気付き、アクティビティでの体感の

よさが表れていた。

 ハザードマップを活用し、アクティビティの結果と水害が

起こりやすいところを比べる活動にも興味をもって取り組

み、交流することができた。

【子どもたちの感想】

・機関庫の川のような小さい川からつながって十勝川のよ

うな大きな川ができあがっていくことがわかった。

・川がつながっているところが危ないと思った。ボールを渡

す活動をすることで、そのことがよくわかった。

・ハザードマップを見たときに、帯広のほとんどのところが

水害のひがいにあうことがわかり、普段からの備えが大事だ

と思った。



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり
帯広市立豊成小学校

学習活動名：植物の発芽と成長

日 付 ：４～５月

見られた子どもの姿：

 インゲン豆の発芽について条件検証をする際に、「ザリガ

ニ堆肥あり」と「ザリガニ堆肥なし」で成長の様子を比較し

ながら記録をする学習を行った。葉の色や大きさ、枚数など

に着目しながら比較することができた。

学習活動名：十勝の農業を体験しよう

日 付 ：５月～

見られた子どもの姿：

効果が確認されたザリガニ堆肥を使って、学校農園で様々

な野菜を育ててきた。栽培活動の中で、地域の農家の方々と

JAかわにし青年部の皆さんが学習に関わり、農業における 

水と土の重要性について教えていただいた。

 また、満寿屋パンの杉山社長をお招きし、それらの野菜を

使ったピザ作りを実施し、その味を堪能することができた。 

【子どもたちの感想】

・ほとんどの野菜を自分で作り、帯広十勝の食材を使ったピ

ザ作りができて、貴重な時間となった。

・野菜作りと土作りには、深い関係があることを知った。

学習活動名：流れる水のはたらき

日 付 ：１１月～

見られた子どもの姿：

流れる水と地面の様子について、予想や仮説をもち、実験

を通して調べることができた。自分達の生活と水害について

考えた後、北海道開発局帯広開発建設部の協力で、十勝川合

流部における洪水対策について、子どもたち同士でアイディ 

アを出し合い、アドバイスをもらうことができた。

【子どもたちの反応と気付き】

 北海道での河川事業を聞いた上で、自分達の地域の川に合

った洪水対策について、タブレット端末で活発に意見交流を

する様子が見られた。



様式1６ 

〔学校部門〕 共通 ［活動状況写真］

助成番号 助成事業名 学校名

2023-7214-006 機関庫の川から学ぶ

自分達の生活と自然環境とのつながり
帯広市立豊成小学校

学習活動名：ザリガニ堆肥を作ろう

日 付 ：１１月～

見られた子どもの姿：

 今年度も、本校で長く取り組んでいる「ザリガニ堆肥」作

りを行った。下級生が駆除したウチダザリガニを堆肥に変え、 

次年度の農園栽培に活かす伝統となっている活動である。同

時に、ウチダザリガニの命について最高学年としてじっくり

と考えて行うことができる重要な取組である。作業は、約１

か月をかけて進め、定期的に間隔を開けながら、スコップで

混ぜたり発酵をさせたりする中で、土の状態の変化（におい

や温度）を観察することができた。

【子どもたちの感想】

・外来種は在来種のすみかを奪ったり、食べたりして、悪い

生き物だと思っていました。でも、外来種のほとんどは、人

によって連れてこられたものが多く、他の生き物と変わりが

ないので、駆除をするとしても、責任をもち、大切に生かし

ていかなければいけないと思いました。

・外来種は、食物連鎖を壊す存在ではあるけれども、大切な

命をもった生き物なので、これからも駆除したり堆肥づくり

をしたりなど、その活用方法を考えていかなければいけない

と思いました。

学習活動名：自然とともに生きる（生態系を守る）

日 付 ：１月～

見られた子どもの姿：

これまでの学習をまとめ、今後、持続可能な社会をつくる

ために、自分達に何ができるかについて考える時間となった。 

前述の外来種はもちろん、空気や水の汚れ、エネルギー問

題など、人間の活動自体が環境に大きく与える影響について

学んできた。

 在校生のために製作した「ザリガニ堆肥」を、最高学年と

しての思いを伝えながらプレゼントすることができた。



































































































































































 

 

様式１７ 

〔学校部門〕                                                                ［実施箇所位置図］ 
助成番号 助成事業名 学校名 

2023-7214-006 
機関庫の川から学ぶ 

自分達の生活と自然環境とのつながり 
帯広市立豊成小学校 

助 

成 

事 

業 

の  

主  

な  

実  

施  
箇  
所 

主な実施箇所    
※環境学習を数カ所で実施している場合は、代表的な箇所を2カ所程度記載してください。 
※ダム等の施設を見学した場合は、当該施設の位置図を記入して下さい。 
  （縮尺は1/50万～1/100万程度） 
※活動場所が「子どもの水辺」、「水辺の楽校」に指定されている場合には、指定場所と名称を記載してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★「機関庫の川」は校地内。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★「札内川」は４年生のバス学習で実施。 

 
 

★機関庫の川 実施箇所 

★札内川 実施箇所 
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